
1977年 以前出上の木術 (二)

奈
良
。
平
城
宮
跡
　
（密
δ
６

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
四
年

（昭
３９
）
七
月
ｉ
十

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
枢
本
亀
治
郎

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
衛
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ｔ
平
安
時
代
初
期

７
　
迫還
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

平
城
官
跡
第
二
〇
次
調
査
は
、
第

一
〇

。
一
一
。
一
三
次
調
査
と
つ
づ
い
た

推
定
第
二
次
内
裏
の
北
外
郭
の
調
査
を
し
め
く
く
る
意
味
を
も

っ
て
、　
一
九
六

四
年

（昭
和
３９
）ヽ

北
外
郭
中
央
区
の
東
半
部
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。
北
外
郭

は
推
定
第
二
次
内
一異
内
郭
の
北
面
築
地
回
廊
と
内
一異
外
郭
の
北
を
限
る
築
地
と

に
は
さ
ま
れ
た
東
西
に
長
い
地
域
で
あ
る
が
、
諸
調
査
の
結
果
、
そ
の
中
央
区

は
四
辺
を
築
地
に
囲
ま
れ
た

一
つ
の
官
衝
区
域
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
北
外
郭
中
央
区
は
、
南
北
塀
や
遺
構
の
配
置
に
よ
っ
て
そ
の
内
が

さ
ら
に
東
半
部

。
西
半
部
に
三
分
さ
れ
て
お
り
、
西
半
部
に
は
建
物
群
が
整
然

と
配
さ
れ
て
い
た
が
、
東
半
部
で
は
建
物
は
少
な
く
広
い
空
地
と
な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
こ
の
東
半
部
の
南
端
近
く
に
お
い
て
、　
一
〇
個
の
上
羨
が
密
集
し
て

検
出
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
三
つ
の
上
羨
か
ら
木
簡
の
出
上
が
み
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
以
上
の
よ
う
な
遺
構
の
あ
り
方
か
ら
、
北
外
郭
中
央
区
の
官
衝
は
、
建
物

群
と
作
業
場
的
空
間
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
こ
の
官
衡

は
、
第

一
三
次
調
査
出
上
の
墨
書
土
器
の
記
載

３
内
裏
盛
所
し

か
ら
、
内
膳
司

の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

上
羨
Ｓ
Ｋ
二

一
〇

一
は
、
東
西
三
・
五
ｍ
、
南
北
三
・
四
ｍ
、
深
さ
○

。
九

ｍ
の
ほ
ば
正
方
形
の
プ
ラ
ン
を
し
て
い
る
。
埋
上
は
上
下
三
層
に
分
け
ら
れ
、

三
度
の
塵
芥
投
棄
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
木
簡
は
こ
の
う
ち
下
層
の
最
下
部

か
ら
木
製
品

・
瓦

・
土
器
と
と
も
に
出
土
し
た
。
点
数
は
総
計
三
九
四
点
で
あ

り
、
う
ち
約
七
〇
％
が
削
居
で
あ

っ
た
。
木
簡
に
み
え
る
年
紀
は
天
平

一
八
年

（七
四
一Ｃ

・
天
平
勝
宝
二
年

（七
五
〇
）、
「
勝
宝
」
の
三
点
が
あ
り
、
他
方
出

土
土
器
が
同
じ
平
城
官
土
器
編
年
の

「
平
城
官
Ⅲ
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く

の
木
簡
を
出
土
し
た
第

一
二
次
調
査
の
土
羨
Ｓ
Ｋ
八
二
〇

（天
平
一
九
年
を
さ
ほ

ど
降
ら
な
い
）
に
近
い
天
平
勝
宝
年
間
に
埋
没
年
代
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

伴
出
し
た
木
製
品
は
刀
形
等
の
祭
祀
具
、
木
針

・
火
鑽
国
等
の
工
具
、
杓
子

・

箸
と
い
っ
た
食
膳
具
、
袖
等
の
加
工
の
あ
る
部
材
な
ど
豊
富
で
あ
り
、
注
目
さ

れ
る
。

土
羨
Ｓ
Ｋ
二
一
〇
二
は
、
土
羨
Ｓ
Ｋ
二

一
〇

一
の
東
北
方
に
あ
る
大
き
な
浅

い
く
ば
み

（
Ｓ
Ｋ
二
一
〇
〇
）
の
中
に
掘
ら
れ
た
八
個
の
土
羨
の
う
ち
の
一
つ
で

あ
り
、
平
面
は
東
西
三
・
八
ｍ
、
南
北
二
・
四
ｍ
の
不
整
形
を
し
、
深
さ
は
○

。
三
ｍ
で
あ
る
。
埋
土
は
上
下
三
層
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
上
層
か
ら
木
簡

一
一

一
点
が
大
量
の
檜
皮

。
木
材
片
と
と
も
に
出
上
し
た
。
木
簡
の
中
に
は
木
材
や



扉
金
具
の
進
上
に
つ
い
て
の
も
の
が
あ
り
、
木
材
片

・
構
皮
が
大
量
に
出
土
し

た
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
本
土
羨
が
こ
の
地
区
の
造
営
に
と
も
な
う
廃
棄
物
の
処

理
用
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
埋
没
年
代
は
、
掘
り
込
ま
れ
た
層
位
の

違
い
か
ら
、
先
の
土
羨
Ｓ
Ｋ
二

一
〇

一
よ
り
も
古
い
こ
と
が
知
ら
れ
、
紀
年
木

簡
を
み
て
も
神
亀
五
年
（七
一一八
）
と
天
平
元
年

（七
二
九
）
に
四
点
が
集
ま
っ
て

お
り
、
そ
の
時
点
を
あ
ま
り
降
ら
な
い
時
期
の
土
羨
と
考
え
ら
れ
る
。

も
う

一
つ
の
木
簡
出
土
土
羨
Ｓ
Ｋ
二

一
〇
七
は
、
右
の
上
羨
Ｓ
Ｋ
二

一
〇
二

の
東
北
方
に
あ
り
、
同
じ
く
大
き
な
浅
い
く
ば
み

（
Ｓ
Ｋ
二
一
〇
〇
）
の
中
に
掘

り
込
ま
れ
て
い
る
。
平
面
は
ほ
ぼ
方
形
で
、
東
西
三
ｍ
、
南
北
二
。
一
ｍ
、
深

さ
〇

・
三
ｍ
を
計
る
。
土
羨
内
の
最
下
層
の
構
皮
を
主
と
し
た
有
機
質
層
か
ら

木
簡

一
七
点
が
出
土
し
て
い
る
０
檜
皮
が
多
く
投
棄
さ
れ
て
，お

り
、
Ｓ
Ｋ
二

一

〇
二
と
同
じ
く
造
営
時
の
塵
芥
処
理
用
の
上
羨
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

Ｓ
Ｋ
二
一
〇
一
土
壌

ω
。
「請
群
必瞬
雛
〓
婢
　
企ゴ
硫
僻
ぼ
紹
笠
弔
牡
件
エ

。
「　
　
　
十

一
月
七
日
安
曇
田
主
　
　
」
　
　
　
Ｐ∞マ
∞聟
、
冨

②
・
×
国
　
蔵
マ
小
宅
美
国
人
史
生
回
□
×

・
×
回
　
納
綿
三
屯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霊
）ｘ
ｅ
溢

Φ驚

①

。
「
誡
綿
腑

」

。
「
一　
一在
十
」

ぐ・１ナ
　
「＜
若
狭
國
遠
敷
郡
購
醐
一御
罐
」

働
贔
吋

狩
堅

返
敷
郡
木
×

。
　

　

天
平
勝
賓
二
×

９
。
「国
□
里
額
唯絲
判鰯訪
観茅斗
」

。
「　
天
平
十
八
年
九
月
□
日
」

④
　
□
採
薪
一

一
荷
賊
鞣
雌
杞

ω
　
「＜
飛
炎
架
釘
六
十
」

⑨
　

飛
炎
宇
助
釘
七
十
日
×

Ｓ
Ｋ
工
一
０
二
土
壌

⑩
。
「集
一進
即
高
ぃ
十
ュ
腟
小中
断

ノ、一
雛

□
Ｘ

。
「　
付
宿
奈
麻
呂

①
　
「邊
附
ム
彼
躙
器
出
□□□□
」

⑫
。
「＜
越
前
國
大
野
郡
調
銭
」

。
「＜
□
貫
　
天
平
元
十
月
十
一
日
」

⑮
Ｏ
〉〈
や
ヽ
Ｘ

ω
　
　
Ｏ
ω
】

μ
〕
釦
×

］
ド

Ｘ

∞
　
　
〇
∞
中

（
μＯ
］
）
×
（
や
Φ
）
Ｘ
　ヽ
　
〇
牌Φ

μ
∞
Φ
Ｘ
い
ヽ
〉ハ
ヽ
　
　
Ｏ
μ
μ

Ｏ
Φ
μ

牌
銅
ヽ
×
］
Φ
×
枷
　
　
〇
∞
］

（
μμω
）
×
（
μ∞
）
×
∞　　Φ∞
μ

（
μ⇔
四
）
Ｘ
∽⇔
×
ヽ

Ｐ卜
∞
×
（『
）
×
ト

Φ
μ
Φ

〇
∞
牌

Ｎ
］
×

中
卜
Ｘ

∞
　
　
〇
∞
中



1977年 以前出土の木衛 (二)

⑬
　

□
□
平
釘
□
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ津

⑭
。
「＜
播
磨
國
佐
用
郡
調
錢

ｉ
瞭
望

。
「＜
　
　
天
平
元
年
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
μμ支
ｅ
益

ｏ驚

ω
　
×
嗣
触
鯉
期
瑯
神
範
五
年
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
（錦
Ｙ
ゃマ
］
ｏ毬

⑭
　
「沙
山
進
上
交
易
材
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μΦマ
∞メ
ド
Φｒ

Ψ
配
□
所
進
醸
尉歎腫噸崎
半
雖
鉢隻長守
　
　
」

。
郁

牌
朝
胞
四
枚

本
受

鐵

訓

」
戸

十

雨
損

冊
矮
新
針
珈

月
菫

一日
足
性

∞
⇔
∞
Ｘ
ヽ
Φ
Ｘ
卜
　
Ｏ
μ
Ｐ

Ｓ
Ｋ
二

一
〇
七
土
壌

⑬
　
　
「
／く＼河

原

郷

田
剛
朝
畑
卦
荘
斗

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ∞
μ
ｘ
（μΦ
）
×
∞
　
〇
∞］

〔子
ヵ
〕

土
羨
Ｓ
Ｋ
二
一
〇

一
出
土
木
簡
を
み
る
と
、
Ｏ

ｏ
②
は
成
部
の
飯
の
請
求

・

綿
の
収
納
に
関
す
る
文
書
木
簡
。
①
の
木
簡
は
題
畿
軸
で
あ
る
。

「常
宮
」
は

『
万
葉
集
』
の
題
詞

（四
三

〇
番
）
に

「東
常
官
南
大
殿
」
と
も
あ
る
が
、
不

詳
。
①
は
飛
炎
垂
木
を
打
ち
つ
け
る
釘
の
付
札
。
土
羨
Ｓ
Ｋ
二

一
〇
二
の
木
簡

で
は
、
建
築
部
材
関
係
の
記
載
が
注
目
さ
れ
る
。
⑩
は
泉
津
か
ら
の
木
材
進
上

の
文
書
で
あ
り
、
⑩
も
交
易
材
の
進
上
を
記
す
。
ω
の

「
辺
付
」
は
扉
構
え
の

部
材
、
０
の

「
拳
鉱
」

（
ア
ゲ
カ
ス
ガ
イ
）
・
「
牒
」

。
「
尻
塞
」

。
「
銭
」
等

の
鉄
金
具
も
屎
に
付
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
側
は
造
営
の
年

紀
を
も
記
し
て
お
り
、
本
上
羨
の
年
代

を
示
唆
し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

阿
中
　
琢
　
　
「
昭
和
３９
年
度
平
城

宮
調
査
出
土
の
木
簡
」

ら
奈
良
国
立
文
化
財
研
究

所
年
報
一
九
六
五
し

一
九
六
五
年

横
山
浩

一　

　

「
昭
和
３９
年
度
平
城

工
楽
善
通
　
宮
跡
発
掘
調
査
概
要
」

（同
右
）

一
九
六
五
年

奈
良
国
立
文
　

　

『
平
城
官
跡
昭
和
３９

化
財
研
究
所

年
発
掘
調
査
概
要
』

一
九
六
五
年

同
　
　
　
　
　
『
平
城
官
木
簡
二
』

一
九
七
四

・
五
年

同
　
　
　
　
　
『
平
城
宮
発
掘
調
査

報
告
Ⅶ
』

一
九
七
六
年

（佐
藤
　
信
）
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